
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
北
海
道
内
に
は
、
予
期
せ
ぬ
妊

娠
や
経
済
苦
で
育
児
が
困
難
と

な
る
恐
れ
が
あ
り
、
出
産
前
か
ら
支
援
が

必
要
と
市
町
村
が
認
定
し
た
「
特
定
妊
婦
」

が
、
令
和
３
年
度
だ
け
で
９
３
１
人
い

て
、
令
和
元
年
度
の
２
９
７
人
か
ら
３

倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
新
聞

報
道
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。　

 

「
特
定
妊
婦
」
は
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た

め
、
２
０
０
９
年
施
行
の
改
正
児
童
福

祉
法
で
支
援
対
象
と
明
記
さ
れ
た
。
市

町
村
が
妊
娠
届
の
提
出
時
や
妊
婦
健

診
、
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
で
把
握
に

努
め
、
年
齢
の
若
さ
や
経
済
苦
な
ど
厚

生
労
働
省
の
指
標
に
照
ら
し
「
特
定
妊

婦
」
を
認
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
幕
別
町
の
「
特
定
妊
婦
」
の
認
定
基

準
は
。
ま
た
、
「
特
定
妊
婦
」
の
認
定

件
数
は
。

⑵
幕
別
町
に
お
け
る
「
特
定
妊
婦
」
の

支
援
の
あ
り
方
は
。

 

町　

長 

⑴
母
子
手
帳
交
付
の
際
、
厚
生
労
働
省

が
策
定
し
た
「
養
育
支
援
訪
問
事
業
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
支
援
の
必
要
性
を
判

断
す
る
た
め
の
一
定
の
指
標
に
示
さ
れ

た
８
つ
の
項
目
お
よ
び
厚
生
労
働
省
通

知
「
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
妊
婦

の
様
子
や
状
況
例
」
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
36
項
目
を
確
認
し
特
定
妊
婦
の
判
断

を
行
っ
て
い
る
。
認
定
件
数
は
、
直
近

３
年
間
で
出
生
数
４
３
６
件
の
う
ち
特

定
妊
婦
は
22
人
で
あ
っ
た
。

⑵
特
定
妊
婦
と
し
て
支
援
が
必
要
と
思

わ
れ
る
妊
婦
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
こ
ど
も
課
お
よ
び
保
健
課
の

担
当
者
か
ら
な
る
「
要
保
護
児
童
対
策

調
整
機
関
」
に
お
い
て
児
童
相
談
所
や

警
察
な
ど
の
他
の
機
関
と
情
報
共
有
の

必
要
性
や
、
支
援
方
法
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
の
あ
っ
た
妊
婦

に
つ
い
て
は
、
保
健
師
の
訪
問
記
録
や

親
子
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
医
療
機
関

か
ら
の
情
報
を
活
用
し
て
、
必
要
な
支

援
を
早
期
に
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

幕
別
町
は
老
人
福
祉
法
、
介

護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
そ

の
両
方
を
一
体
化
さ
せ
、
２
０
２
１
年

度
を
始
期
と
し
２
０
２
３
年
度
ま
で
の

３
か
年
計
画
で
あ
る
「
幕
別
町
高
齢
者

保
健
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
１
」
を
策

定
し
た
。
「
同
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
基
本
理

念
を
「
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
し
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
、
尊
厳
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
精
神
と
す

る
」
と
し
た
計
画
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
利

用
者
負
担
増
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

影
響
は
な
か
っ
た
か
。

⑵
「
同
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
開
始
さ
れ
約
１

年
半
が
過
ぎ
た
が
到
達
点
は
。

 

町　

長 

⑴
介
護
保
険
施
設
等
に
お
け
る
食
費
の

負
担
限
度
額
の
増
額
に
よ
る
、
利
用
控

え
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ズ
事
業
所
の
経

営
・
運
営
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
感
染
症

へ
の
不
安
な
ど
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
控
え
た
方
が
わ
ず
か
に
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
が
、
休
所
等
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

経
営
・
運
営
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
考

え
る
が
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
等
は
伺

っ
て
い
な
い
。

⑵
給
付
費
全
体
の
推
計
に
対
す
る
実
績

の
比
率
は
94
％
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
例
年
の
執
行
率
と
比
較

し
て
も
概
ね
推
計
ど
お
り
の
推
計
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
も
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り

に
推
移
し
て
い
く
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

■ 一 般 質 問 ■ 

答問

お
お
む
ね
推
計
通
り
の
執
行
と

な
っ
て
い
る

「
幕
別
町
高
齢
者
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
推
進
状
況
に
つ
い
て

問

令和元年 令和２年 令和３年 合　計

特定妊婦数（Ａ） ８人 ９人 ５人 22 人

出生数（Ｂ） 139 人 162 人 135 人 436 人

特定妊婦割合
（Ａ）/（Ｂ）

5.8％ 5.6％ 3.7％ 5.0％

※札幌市の
 特定妊婦割合

1.2％ 7.0％ 6.0％ 4.7％

《特定妊婦とは》児童福祉法で、出産後の子の養育につい
て出産前に支援を行うことが特に必要と認められる妊婦
をいう。収入が不安定、統合失調症などの精神疾患がある、
望まない妊娠をした場合などがこれにあたる。

　　幕 別 町 の 特 定 妊 婦 数 の 推 移

2022.11 月号❿

谷口　和弥 議員
（拓政会）

問

答問
保
健
師
の
訪
問
記
録
や
親
子
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情

報
を
活
用
し
、
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る

「
特
定
妊
婦
」
へ
向
け
た
対
策

・
支
援
に
つ
い
て


